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学びの里・お知らせ

　
来
年
夏
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク

ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
る
第
41
回

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

で
、「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺

産
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
９
月
７
日
〜
11
日
に

世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関

で
あ
る
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念

●	

期
間
　
10
月
13
日
（
木
）
か

ら
報
告
書
提
出
者
の
任
期
満

了
後
１
年
間

市
　
か
　
ら

「
平
成
28
年
資
産
等
報

告
書
」「
意
見
書
」
閲

覧
開
始

●
日
時
　
月
～
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

＊	

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●
場
所
　
総
務
課（
本
館
２
階
）

●
内
容

▽	

報
告
書
＝
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
市
議
会
議
員
の
資

産
や
平
成
27
年
中
の
収
入
、

贈
与
、
税
の
納
付
状
況
な
ど

▽	
意
見
書
＝
資
産
等
報
告
審
査

物
遺
跡
会
議
）
の
調
査
員
に
よ

る
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
調
査
を
担
当
し
た
の
は
、

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
考
古
学

者
ク
リ
ス
ト
フ
・
サ
ン
ド
さ

ん
。
日
本
の
神
社
に
対
す
る
知

識
も
あ
り
、
本
遺
産
の
祭
祀
遺

跡
や
神
社
境
内
に
つ
い
て
熱
心

に
調
査
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、

市
民
参
加
型

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
む
な
か
た
三

女
神
記
」
の
鑑

賞
や
絵
本
を
制

作
し
た
中
学
生

の
み
な
さ
ん
と

の
触
れ
合
い
、

宗
像
大
社
宮
司

と
の
対
話
、
海

の
道
む
な
か
た

館
や
大
島
で
活

躍
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
と
も
意
見
交

イ
コ
モ
ス
調
査
で

各
遺
産
の
価
値
を
確
認

第93回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

参詣前に手水をするサンドさん

第67回第67回
新
修
宗
像
市
史
と宗像

の
仏
像

『
新
修
宗
像
市
史
』専
門
部
会
の
活
動
か
ら

仏
像
は
今
も
昔
も
人
々
に

と
っ
て
大
切
な
存
在

　
仏
像
の
よ
う
な
礼
拝
の
対
象

と
い
う
よ
う
な
大
切
な
存
在
を

つ
く
る
と
き
、
人
は
で
き
る
限

り
立
派
に
、
美
し
く
作
ろ
う
と

し
ま
す
。
仏
像
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
や
地
域
の
信
仰
だ
け

で
は
な
く
、
美
意
識
や
造
形
技

術
の
粋
ま
で
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
古
文
書
や
遺
跡
な

ど
と
違
う
角
度
か
ら
歴
史
や
文

化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
文

化
財
と
し
て
も
大
切
な
存
在
で

す
。

　
宗
像
の
仏
像
調
査
は
明
治
時

代
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
中
で
注

目
さ
れ
た
作
例
は
、
早
く
か
ら

重
要
文
化
財
、
県
や
市
な
ど
の

指
定
文
化
財
に
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
宗
像
の
仏
像

　
有
名
な
も
の
に
、
吉
留
の
八

所
宮
が
管
理
す
る
長
福
寺
（
長

宝
寺
）
観
音
堂
に
あ
る
、
平
安

時
代
前
期
に
造
像
さ
れ
た
神
秘

的
な
十
一
面
観
音
立
像
（
県
指

定
）
を
は
じ
め
と
す
る
古
像
群

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
の

鎮
国
寺
に
は
、
平
安
時
代
後
期

に
造
像
さ
れ
た
、
お
お
ら
か
な

忿
怒
（
ふ
ん
ぬ
）
相
を
見
せ
る

秘
仏
の
不
動
明
王
立
像（
重
文
）

や
、
鎌
倉
時
代
に
造
像
さ
れ
た

凛
々
（
り
り
）
し
い
姿
を
し
た

宗
像
五
社
本
地
仏
（
ほ
ん
じ
ぶ

つ
）（
県
指
定
）
が
祀
（
ま
つ
）

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仏
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

宗
像
大
社
神
宝
館
に
あ
る
色
定

（
し
き
じ
ょ
う
）
法
師
坐
像
（
興

聖
寺
蔵
・
県
指

定
）
は
、
鎌
倉

時
代
の
仁
治
２

年
（
１
２
４
１

年
）
に
、
裸
体

に
つ
く
り
実
際

の
衣
を
着
せ
る

と
い
う
珍
し
い

手
法
で
造
像
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
の
宋
か

ら
鎌
倉
時
代
に

渡
来
し
た
、石
造
狛
犬
（
重
文
）

な
ど
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
宗
像

大
社
や
八
所
宮
な
ど
の
有
力
な

神
社
の
周
り
に
重
要
な
古
仏
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
、
海
外
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
ま
さ
に
宗
像
の
特
色
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。

『
宗
像
市
史
』
を
受
け
て
生
ま

れ
変
わ
る
『
新
修
宗
像
市
史
』

　
こ
れ
ら
の
よ
う
な
著
名
な
古

作
を
核
と
し
な
が
ら
、
宗
像
の

仏
像
に
つ
い
て
寺
院
や
御
堂
を

く
ま
な
く
調
査
し
、
初
め
て
そ

の
全
貌
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

の
は
、
宗
像
市
に
住
ん
で
い
た

仏
教
美
術
の
大
家
・
平
田
寬
先

生（
１
９
３
１
～
２
０
１
３
年
）

で
す
。
調
査
の
成
果
は
『
宗
像

市
史
』
の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、
宗

像
の
仏
教
文
化
が
平
安
時
代
以

降
、
脈
々
と
個
性
的
な
繁
栄
を

見
せ
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
大
変
な
手
間
を
か
け
、
充
実

し
た
調
査
を
行
っ
て
刊
行
さ
れ

た
『
宗
像
市
史
』。
た
だ
し
前

回
の
市
史
の
主
な
対
象
は
合

併
前
の
宗
像
市
域
で
し
た
の

で
、『
新
修
宗
像
市
史
』
で
は

新
生
し
た
宗
像
市
の
全
域
を
あ

ら
た
め
て
調
査
す
る
こ
と
で
、

ま
だ
知
ら
れ
て
な
い
作
例
に
光

を
あ
て
、
新
し
い
輪
郭
を
描
き

出
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
同
時
に
従
来
知
ら
れ
て
い

る
作
例
も
、
一
歩
深
め
て
考
え

て
み
た
い
で
す
。
宗
像
の
信
仰

と
造
形
の
世
界
の
個
性
や
豊
か

さ
を
、
よ
り
鮮
明
に
実
感
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

（
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
・

井
形
進
）

　

現
在
、
編
さ
ん
事
業
が
進
ん
で
い
る
『
新
修
宗
像
市
史
』。
今
後
、
市
史

編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今

回
は
、『
新
修
宗
像
市
史
』
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
宗
像
の
仏
像

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

長
福
寺
（
長
宝
寺
）
観
音
堂
　
木
造
十
一
面
観
音
立
像

会
が
「
報
告
書
」
を
審
査
し
、

意
見
を
ま
と
め
た
も
の

●	

資
産
等
報
告
の
対
象
者
　
平

成
28
年
１
月
１
日
の
在
職
者

●	

閲
覧
で
き
る
人
　
市
民

●
閲
覧
方
法
　
当
日「
閲
覧
簿
」

に
必
要
事
項
を
記
入

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

☎
（
36
）
１
２
７
２

換
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
た
ち

が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
本
遺
産
が
世

界
遺
産
と
し
て
の
条
件
に
達
し

て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
目
的
で
、
各
資
産
が
持
つ

価
値
や
資
産
の
範
囲
、
保
存
管

理
の
あ
り
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
、
来
訪
者

の
対
応
な
ど
広
い
視
点
か
ら
現

地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
内
容
を
踏
ま

え
、
イ
コ
モ
ス
で
議
論
が
重
ね

ら
れ
、
来
年
５
月
に
は
記
載
、

情
報
紹
介
、
登
録
延
期
、
不
記

載
の
４
段
階
の
い
ず
れ
か
の
勧

告
が
公
表
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
夏
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
登

録
の
可
否
が
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
　

　
　
☎
（
36
）
９
４
５
６


